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イーサネットフレームのアドレス情報をどのように判断するかは、スイッチによ
って異なります。多くの場合、「送信元MACアドレス」によって利用するリンクの
振り分けを行います。機器によっては、送信元MACアドレスだけでなく送信先の
MACアドレスや、ネットワーク層の IPアドレス、さらにはトランスポート層のTCP/

UDPポート番号などによって利用するリンクの振り分けを行うことができます。リ
ンクアグリゲーションのリンク上で、どのようなアドレス情報のイーサネットフレ
ームを転送するかを考えて、適切な振り分けが行われるように設定しなければいけ
ません。次の図6.3.3のような、シンプルな例で考えましょう。
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図6.3.3　リンクアグリゲーションでのリンクの振り分け その1

この図では、SW1とSW2間を2本のリンクで接続して、リンクアグリゲーション
によって2本のリンクを1つにまとめています。SW1とSW2は、リンクアグリゲーシ
ョンのリンクの振り分けとして、送信元MACアドレスに基づくものとします。SW1
にはPC1とPC2が接続され、SW2にはSRV1が接続されています。話を簡単にする
ために、すべて同一VLANと考えてください。

PC1からSRV1へのイーサネットフレームとPC2からSRV1へのイーサネットフレ
ームでは、送信元MACアドレスが異なっています。SW1は送信元MACアドレスが
PC1のイーサネットフレームはポート1へ転送し、送信元MACアドレスがPC2のイ
ーサネットフレームはポート2へ転送するといったように、複数のリンクを振り分
けることができます。PC1/PC2からSRV1宛てのイーサネットフレームは、この図の
ようにうまくリンクの振り分けができます。




